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研究の概要 

太陽光誘起クロロフィル蛍光（Solar-Induced chlorophyll Fluorescence: SIF）は、植物の光合成活

性を反映し、人工衛星により全球規模で観測可能な指標である。本研究では、陸域生態系モデル VISIT-

SIF と衛星観測 SIF の統合解析を行い、特に水ストレスに起因するモデル-観測間の不一致を明らかに

する。さらに、GOSAT-GW 衛星による SIF および土壌水分データを用い、モデル内の植物生理パラメー

タを調整することで、乾季の水ストレスや干ばつ等の極端気象に対する光合成応答を高精度に再現す

ることを目指す。得られた成果は、全球炭素循環評価や陸域炭素吸収量の将来予測の不確実性低減に

寄与し、気候変動緩和策への科学的基盤を提供するとともに、GOSAT-GW による SIF と土壌水分の同時

観測の有用性を明示する。これにより、GOSAT-GW の提供する各プロダクトの利用促進や、観測とモデ

ルを融合した地球環境モニタリングの高度化にも貢献する。 
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研究の全体概要図 

 

 


